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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)

【公表番号】特表2004-531815(P2004-531815A)
【公表日】平成16年10月14日(2004.10.14)
【年通号数】公開・登録公報2004-040
【出願番号】特願2002-584179(P2002-584179)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｎ   5/04     (2006.01)
   Ｇ０５Ｂ  23/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｎ   5/04    ５５０Ｍ
   Ｇ０５Ｂ  23/02    ３０２Ｓ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年2月25日(2008.2.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
【数４】

は「類似性」演算子を表し、これは本発明で使用できるさまざまな演算子から選択するこ
とができる。好ましくは、本発明で使用される類似性演算は、２つの状態ベクトル間の類
似度または差異の定量化された尺度を提供すべきであり、より好ましくは、同一性が上昇
すると１に近づき、同一性が低下すると０に近づく数をもたらす。本発明のコンテキスト
では、この記号は、他の意味を持つ通常の意味での
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